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ISO/NP 25817（実海域実船性能）の紹介
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提案の経緯

OCTARVIAプロジェクト※での標準⼿法に関する活動
フェーズ1(2017年10⽉~2021年3⽉)︓実海域実船性能の「正しく透明なものさし」を開発

実海域性能推定法

実船モニタリングデータ解析法

船舶のライフサイクル燃費評価法

フェーズ2(2022年3⽉~2024年3⽉）︓フェーズ１で開発した成果の国際標準化を検討

既存⼿法への打ち込みではなく新規⼿法として提案を⽬指すこととなった

⽇本船舶技術研究協会殿下の標準部会で提案のための審議開始

2025年2⽉新規提案（ISO/TC8/SC2事務局へ様式を提出）
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※辻本勝他︓OCTARVIAプロジェクトの概要、海上技術安全研究所報告第21巻第2号、2021．
辻本勝他︓実海域実船性能評価プロジェクトフェーズ２の取り組み、⽇本船舶海洋⼯学会講演会論⽂集第39号、2024．
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ISO/NP25817の概要

PART 1 PART 2

Evaluation Method of 
Ship Performance in 
Actual Seas

Index for Life Cycle 
Fuel Consumption

実海域中の船舶性能（船速、出⼒、燃料
消費量）を推定する⼿法、及び、実船モ
ニタリングデータを⽤いて検証する⼿法
を提供するもの

標準運航モデルを採⽤し、燃料消費量及
びGHG排出量を⽰す船舶のライフライ
クル指標の計算法を提供するもの

投票期間︓2025年2⽉28⽇〜2025年5⽉23⽇ 投票期間︓2025年3⽉12⽇〜2025年6⽉5⽇

New Proposal - ISO 25817 Performance of ships in actual seas
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PART 1
Evaluation Method of Ship Performance in Actual Seas

ISO/NP25817の概要
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ISO/NP25817の概要
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PART 2
Index for Life Cycle Fuel Consumption

PART 1
Evaluation Method 
of Ship Performance 
in Actual Seas

Standard Operational Model

Fuel consumption and 
GHG emission for each fuel type

Calculation 
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現状と今後の予定
2025年2⽉︓新規提案

投票期間（PART1）︓2025年2⽉28⽇〜2025年5⽉23⽇

投票期間（PART2）︓2025年3⽉12⽇〜2025年6⽉5⽇

2025年6⽉ SC2総会

 ISO/NP 25817についてAd-hoc meetingを開催

・

・

・

・

2028年2~3⽉ IS成⽴（Deadline）
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Tim
eline

新規提案登録から36ヶ⽉が期限

現在（2025年5⽉）
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まとめ

ISO/NP 25817 (実海域実船性能)について紹介した

海事クラスター共同研究（OCTARVIA）で開発した実海域性能評価⼿法がISOとし
て新規提案され、投票が開始されました

提案が通れば、システム登録⽇から36ヶ⽉以内のIS化を⽬指し、作業を⾏うことと
なる
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本資料の作成では（株）商船三井殿にご協⼒いただきました。お礼申し上げます。


